
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
』
実
践
報
告
　
③

町
の
先
生
（
人
材
バ
ン
ク
）
登
録
を
受
け
て七尾

市
田
鶴
浜
公
民
館

　

平
成
二
十
九
年
度
田
鶴
浜
地
区
地
域

づ
く
り
協
議
会
の
生
涯
学
習
部
会
で
、

広
く
市
民
に
呼
び
か
け
「
昔
と
っ
た
杵

づ
か
」
を
今
の
子
や
孫
に
教
え
て
い
こ

う
と
す
る『
町
の
先
生（
人
材
バ
ン
ク
）』

登
録
事
業
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

地
域
に
あ
っ
て
少
子
高
齢
化
が
進
展

し
、
保
育
園
や
小
学
校
、
中
学
校
が
合

併
さ
れ
、
お
祭
り
を
始
め
と
す
る
伝
承

事
業
が
縮
小
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
将
来
を
憂
い
、
自
分
た
ち
の

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
や
思
い
を

子
や
孫
に
教
え
伝
え
て
い
こ
う
を
「
合

い
言
葉
」
に
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎　
趣　
旨

　

学
校
、公
民
館
、職
場
、各
種
団
体
（
以

下
、「
生
涯
学
習
団
体
等
」）
が
行
う
生

涯
学
習
指
導
者
の
紹
介
を
円
滑
に
行
う

為
、
地
域
の
先
生
（
人
材
バ
ン
ク
の
制

度
を
設
け
、「
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」）
を
作

成
登
録
し
広
く
市
民
の
生
涯
学
習
活
動

の
普
及
推
進
を
図
る
。

◎　
対　
象

　

生
涯
学
習
指
導
者
は
、
旧
田
鶴
浜
町

に
居
住
す
る
市
民
若
し
く
は
勤
務
す
る

者
を
対
象
と
す
る
。

◎　
役
割
と
内
容

　

生
涯
学
習
団
体
等
の
求
め
に
応
じ
、

指
導
者
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
能
を

次
の
世
代
に
伝
承
し
、
人
材
の
育
成
を

図
る
。

　

指
導
内
容
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

①
趣
味　

②
美
術
・
書
道　

③
工
芸
・

工
作　

④
文
芸　

⑤
音
楽
・
踊
り　

⑥

演
劇
・
映
画　

⑦
郷
土
の
文
化　

⑧
家

庭　

⑨
健
康
・
福
祉　

⑩
国
際
理
解　

⑪
情
報
機
器　

⑫
ス
ポ
ー
ツ
全
般　

⑬

野
外
活
動　

⑭
社
会
・
相
談
・
講
演　

⑮
そ
の
他

・
登
録
事
項
は
、
次
の
と
お
り

【
趣
味
】
囲
碁
・
将
棋
・
ト
ラ
ン
プ
・

百
人
一
首
・
刺
繍
・
編
み
物
・
組
み
紐
・

華
道
・
茶
道
・
そ
の
他

【
美
術
・
書
道
】
毛
筆
・
ペ
ン
字
・
油
絵
・

水
彩
画
・
水
墨
画
・
絵
手
紙
・
俳
画
・

イ
ラ
ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
切
り
絵
・
レ

タ
リ
ン
グ
・
木
版
画
・
ち
ぎ
り
絵
・
そ

の
他

【
工
芸
・
工
作
】
陶
芸
・
木
彫
り
・
竹
細
工
・

紙
細
工
・
わ
ら
細
工
・
染
め
物
・
木
目
込
み
・

革
細
工
・
押
し
花
・
凧
・
そ
の
他

【
文
芸
】
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
古
文

書
解
読
・
民
話
語
り
部
・
童
話
読
み
聞

か
せ
・
そ
の
他

【
音
楽
・
踊
り
】
童
謡
・
民
謡
・
歌
謡
曲
・

詩
吟
・
謡
曲
・
ピ
ア
ノ
・
ギ
タ
ー
・
ド

ラ
ム
・
琴
・
尺
八
・
大
正
琴
・
三
味
線
・

日
本
舞
踊
・
そ
の
他

【
演
劇
・
映
画
】
演
劇
・
映
画
鑑
賞
・

人
形
劇
・
紙
芝
居
・
浄
瑠
璃
・
そ
の
他

【
郷
土
の
文
化
】
郷
土
の
歴
史
・
郷
土

の
文
化
財
・
郷
土
料
理
・
郷
土
芸
能
・

伝
承
遊
び
・
伝
承
盆
踊
り
、
唄
・
祭
り

太
鼓
・
獅
子
舞
、
囃
子
・
民
話
、
昔
話
・

民
芸
品
・
戦
争
体
験
・
そ
の
他

【
家
庭
】
消
費
生
活
・
冠
婚
葬
祭
・
日

常
作
法
・
和
裁
、
洋
裁
・
和
服
着
付
け
・

保
存
食
、
漬
物
・
き
の
こ
、
山
菜
・
家

庭
菜
園
・
そ
の
他

【
健
康・福
祉
】家
庭
の
医
学・薬
草・介
護・

リ
ハ
ビ
リ
・
指
圧
・
灸
・
そ
の
他

【
国
際
理
解
】
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・

青
年
海
外
協
力
隊
・
そ
の
他

【
情
報
機
器
】
パ
ソ
コ
ン
・
オ
ー
デ
ィ

オ
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
テ
レ
ビ
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
・

Ｃ
Ｄ
・
Ｍ
Ｄ
・
そ
の
他

【
ス
ポ
ー
ツ
全
般
】
ス
ポ
ー
ツ
全
般

【
野
外
活
動
】
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
登
山
・
釣
り
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
そ
の
他

【
社
会
・
相
談
・
講
演
】
政
治
経
済
・

時
事
問
題
・
商
工
業
経
営
・
家
庭
教
育
・

子
育
て
・
農
林
業
経
営
・
消
費
生
活
・

生
活
文
化
・
そ
の
他

敬
老
会
で
見
せ
た

ち
び
っ
子
の
「
バ
チ
さ
ば
き
」

　

八
月
二
十
七
日
田
鶴
浜
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
地
域
の

七
十
四
歳
以
上
の
高
齢
者
を
招
い
て
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
年
前
か
ら
田
鶴
浜
保
育
園
の
年
長

児
十
六
名
が
、
町
の
先
生
に
登
録
を
受

け
た
「
田
鶴
浜
木
遣
り
音
頭
・
祭
り
太

鼓
保
存
会
」
の
メ
ン
バ
ー
二
人
の
指
導

を
受
け
、「
曳
山
太
鼓
」
の
練
習
を
重

ね
て
来
ま
し
た
。

　

リ
ズ
ム
よ
く
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
の
響

き
と
木
遣
り
音
頭
の
掛
け
声
に
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
僅
か

一
ヶ
月
に
一
回
の
練
習
に
も
関
わ
ら
ず
、

最
後
ま
で
「
や
り
遂
げ
た
」
と
い
う
自

信
に
満
ち
た
満
面
の
笑
顔
で
舞
台
を
降

り
ま
し
た
。

　

指
導
に
当
た
っ
た
「
田
鶴
浜
木
遣
り

音
頭
・
祭
り
太
鼓
保
存
会
」
の
メ
ン
バ
ー

の
二
人
も
次
世
代
に
続
く
、
ち
び
っ
子

後
継
者
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
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一
年
の
家
内
安
全
を
祈
っ
て
年
末
講

座
を
開
催

　

�

来
年
の
干え

と支
を
使
っ
て
の
「
蓬
莱

づ
く
り
」
と
「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」

　

能
登
の
年
末
の
風
物
詩
「
蓬
莱
づ
く

り
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

能
登
地
方
に
は
、
昔
か
ら
「
神
棚
」

の
下
に
そ
の
家
庭
の
一
年
の
無
事
や
無

病
息
災
、家
内
安
全
、商
売
繁
盛
を
祈
っ

て
家
長
が
吊
る
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

「
切
り
絵
」
で
書
か
れ
た
来
年
の
干
支

で
あ
る
「
犬
」
を
題
材
に
制
作
に
励
み

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
例
年
実
施

し
て
い
る
行
事
と
は
い
え
、
毎
年
心
も

新
た
に
真
剣
な
表
情
で
、
来
年
も
良
い

年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
願
い
を
込
め
て

「
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
」
の
刃
先
を
慎
重

に
見
つ
め
、
作
業
に
集
中
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
「
蓬
莱
づ
く
り
」
と
「
ミ
ニ
門
松
づ

く
り
」
を
多
く
の
市
民
の
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
、
玄
関
や
部
屋
に
飾
ら
れ
る

自
分
だ
け
の
「
ミ
ニ
門
松
」
が
誕
生
し

多
く
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

指
導
さ
れ
た
の
は
、
町
の
先
生
で
す
。

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
田
鶴
浜
ま
つ
り

　

十
月
二
十
九
日
、
田
鶴
浜
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
平

成
二
十
九
年
度
田
鶴
浜
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
地
域
の
「
町
の
先
生
」
達
が
一

堂
に
会
し
、
自
ら
指
導
し
た
教
室
や
講

座
の
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
模
様
に
も
関
わ
ら
ず
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
賜
り
、

一
年
間
を
通
じ
て
練
習
や
学
習
活
動
を

深
め
て
き
た
受
講
生
の
方
々
も
緊
張
の

面
持
ち
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
り
、
作

品
の
前
で
家
族
や
お
友
達
に
作
品
紹
介

を
行
っ
た
り
し
て
、
有
意
義
な
一
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

◎　
終
わ
り
に
当
た
り

　

私
た
ち
が
住
ん
で
き
た
故
郷
「
田
鶴

浜
」
の
良
き
伝
統
や
技
能
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
べ
く
、
責
任
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
町
の
先
生
」
に
登
録
下
さ
れ
た
各

位
に
感
謝
し
、
筆
を
擱
き
ま
す
。
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